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第
九
十
五
号 

❏去る６月３日、日本会議知多支部主催の井上和彦氏講演会が東海市にて開催され た。 
「封印された日本近現代史の真実」～アジアに溢れる日本賞賛の声～と題し、大東亜戦争において如何
に日本軍将兵が高潔にして勇敢だったのか。そして、現地の人々がどれほど歓喜して迎え、協力したのか
を熱く語られた。 各地から参集した約１００名の参加者は、感動をもって聞き入っていた。 

知多支部主催 井上和彦氏講演会開催さる 

❏去る５月２３日、憲法おしゃべりカフェが北名古屋市で開催さ
れた。会場を提供されたのは、平岩和子日本女性の会愛知副
会長。一般の主婦の方の参加が多く、日常に起こる様々な事
例から憲法に関心を寄せていただくように企画がなさ れた。 

自ら慰霊訪問した国々の戦跡写真を投影して講演する井上和彦先生 

開会の挨拶 鈴木直人知多支部長 祝辞 森藤左エ門愛知県本部理事長 

左から 三留 享 阿久比町議会議員 
     石川 義治 武豊町議会議員  

    南 賢治 武豊町議会議員 

憲法おしゃべりカフェ 開催さる ケントギルバート氏講演会開催さる 
❏去る５月２７日、名古屋経営者漁火会主催によるケント
ギルバート氏講演会が名古屋市民会館において開催さ
れた。ケント氏は世界史から見た日本文化の素晴らしさを
語られた。また占領期における過酷な言論統制により、日
本人の美しい精神が損なわれていく過程を解説された。 

 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■７月２日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■６，７，８月の夏季も月参り参列のため８時開始とし
ます。■引き続き８月６日（日）午前８時開始とします。
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
６月４日は３名の参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        （６月４日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十九年七月  
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そ
の
二
十
九 

昨
年
の
十
二
月
中
旬
京
都
を
訪
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
石
庭
で
有
名
な
龍
安
寺

か
ら
で
す
。
京
都
駅
か
ら
市
営
バ
ス
、

五
十
系
統
、
立
命
館
大
学
前
行
き
に
乗

り
込
み
終
点
ま
で
バ
ス
に
揺
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
歩
い
て
程
な
く
龍
安
寺

に
到
着
し
ま
す
。
ま
ず
は
久
し
振
り
に

龍
安
寺
を
拝
観
し
ま
し
た
。
そ
し
て
龍

安
寺
の
敷
地
内
の
奥
に
向
か
っ
て
右
側

の
ほ
う
へ
入
っ
て
い
く
と
山
道
に
な
る

手
前
に
後
朱
雀
天
皇
皇
后
、
禎
子
内
親

王
の
円
乗
寺
東
陵
が
あ
り
ま
す
。
禎
子

内
親
王
は
三
条
天
皇
の
第
三
皇
女
で
あ

り
、
後
三
条
天
皇
を
お
産
み
に
な
り
ま

し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

 

道
を
挟
ん
で
隣
に
は
、
後
朱
雀
天
皇
の

円
乗
寺
陵
、
後
冷
泉
天
皇
の
円
教
寺
陵
、

後
三
条
天
皇
の
円
宗
寺
陵
が
並
ん
で
あ

り
ま
す
。
後
冷
泉
天
皇
は
後
朱
雀
天
皇

の
第
一
皇
子
、
後
三
条
天
皇
は
後
朱
雀

天
皇
の
第
二
皇
子
で
す
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。 

振
り
返
る
と
こ
こ
は
大
変
眺
め
が
良
く

京
都
の
市
街
地
が
一
望
で
き
ま
す
。
更

に
北
の
ほ
う
に
五
分
ほ
ど
上
っ
て
い
く

と
そ
こ
に
は
円
融
天
皇
の
火
葬
塚
が
あ

り
ま
す
。
合
掌
。 

い
歩
い
て
バ
ス
通
り
ま
で
で
ま
し
た
。

そ
し
て
西
へ
歩
き
福
王
子
と
い
う
交

差
点
を
右
斜
め
に
曲
が
り
北
西
方
向

に
一
・
五
キ
ロ
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ

に
あ
る
三
宝
寺
と
い
う
お
寺
の
墓
地

の
中
に
は
仁
孝
天
皇
皇
子
の
常
寂
光

院
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。
す

ぐ
隣
に
は
宮
内
庁
に
治
定
は
さ
れ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
同
じ
く
仁
孝
天

皇
皇
子
の
靈
明
院
の
お
墓
が
あ
り
ま

す
。
合
掌
。 

二
年
の
事
で
あ
る
。
因
み
に
、
旭
形
は
四
股

名
で
あ
る
が
、
亀
太
郎
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

設
立
に
も
加
わ
り
、
社
名
の
由
来
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
旭
形
幸
彦
宮
司
の
ご

好
意
で
昇
殿
参
拝
や
昼
食
ま
で
も
ご
ち
そ
う

に
な
り
、
恐
縮
の
極
み
で
あ
っ
た
。 

二
十
五
日
（
木
）
名
古
屋
経
営
者
漁
火
会
主

催
に
よ
る
、
ケ
ン
ト
ギ
ル
バ
ー
ト
氏
講
演
会

に
参
加
。
映
像
を
駆
使
し
、
世
界
史
か
ら
見

た
日
本
文
化
の
独
自
性
や
、
占
領
政
策
の
不

当
性
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
れ
た
。 

二
十
九
日
（
月
）
古
屋
圭
司
衆
議
院
議
員
の

講
演
会
に
参
加
。
ホ
ッ
ト
な
国
政
情
報
を
お

聞
き
で
き
た
。 

  

来
た
道
を
戻
り
福
王
子
の
交
差
点
を

真
北
に
七
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た

と
こ
ろ
に
村
上
天
皇
の
村
上
陵
が
あ

り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
そ
し

て
福
王
子
の
交
差
点
近
く
に
は
円
融

天
皇
の
後
村
上
陵
が
あ
り
ま
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

ま
た
、
福
王
子
の
交
差
点
か
ら
仁
和

寺
方
向
へ
少
し
歩
い
て
南
側
に
入
っ

て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
光
孝
天
皇
の

後
田
邑
陵
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

本
日
の
参
拝
予
定
は
以
上
で
す
。
十

キ
ロ
以
上
歩
き
ま
し
た
。
時
間
は
す

で
に
十
四
時
を
回
り
仁
和
寺
正
面
の

お
店
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
仁
和
寺
を
拝
観
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

(
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

そ
こ
か
ら
ま
た
山
道
を
奥
へ
進
み
ま
す
。

所
々
に
龍
安
寺
の
敷
地
で
あ
る
こ
と
を

示
す
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
西
北
西
方
面

に
二
十
分
ほ
ど
歩
き
、
ち
ょ
う
ど
御
室

仁
和
寺
の
真
北
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点

に
は
宇
多
天
皇
の
大
内
山
陵
が
あ
り
ま

す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

仁
和
寺
は
宇
多
天
皇
の
御
座
所
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
仁
和
寺
に
向
か
っ
て
南

下
し
て
い
く
と
仁
和
寺
の
北
に
隣
接
す

る
京
都
府
立
聾
学
校
の
そ
の
ま
た
北
に

御
室
陵
墓
参
考
地
が
あ
り
ま
す
。
宇
多

天
皇
の
お
父
上
で
あ
る
光
孝
天
皇
の
御

陵
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
掌
。 

そ
の
ま
ま
南
下
し
仁
和
寺
の
西
の
塀
沿 

国
会
議
員
、
地
方
議
員
四
名
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。 

十
三
日
（
土
）
名
古
屋
市
立
大
学
に
て

開
催
さ
れ
た
一
青
妙
さ
ん
講
演
会
に
参

加
。
一
青
妙
さ
ん
は
、
一
青
窈
さ
ん

（
歌
手
）
の
姉
で
あ
り
、
父
親
は
台
湾

人
。
戦
前
は
九
份
一
帯
の
鉱
山
王
で

あ
っ
た
顔
家
一
族
。
台
湾
各
地
の
名
所

や
グ
ル
メ
の
紹
介
に
加
え
て
、
戦
後
の

国
民
党
に
よ
る
台
湾
接
収
に
よ
り
、
名

家
が
衰
微
し
て
行
っ
た
話
な
ど
を
聞
い

た
。 

十
七
日
（
水
）
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展

全
体
会
議
に
出
席
。 

二
十
四
日
（
水
）
鈴
木
直
人
知
多
支
部

長
宅
を
訪
問
し
、
井
上
和
彦
氏
講
演
会

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
終
了
後
、
近

く
の
玉
鉾
神
社
を
案
内
い
た
だ
い
た
。

こ
の
神
社
の
御
祭
神
は
、
孝
明
天
皇
で

あ
り
、
創
建
者
は
幕
末
に
活
躍
し
た
力

士
の
旭
形
亀
太
郎
。
旭
形
亀
太
郎
は
、

蛤
御
門
の
変
で
、
錦
の
御
旗
と
玉
座
を

守
護
し
奉
り
、
孝
明
天
皇
よ
り
深
い
御

信
頼
を
受
け
た
。
維
新
後
は
、
経
済
界

で
活
躍
す
る
も
敬
神
尊
皇
の
念
止
み
難

く
、
武
豊
に
神
社
建
立
を
発
願
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
人
に
よ
る
神
社

創
建
は
並
々
な
ら
ぬ
困
難
が
伴
っ
た
が
、

明
治
天
皇
が
武
豊
の
地
を
行
幸
な
さ
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
正
式
な
神
社
の
認

可
を
得
た
と
の
由
。
時
に
、
明
治
三
十 

三
日
（
水
）
第
十
三
回
愛
知
憲
法

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
東
京
会
場
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
地
元
選
出 

次
に
山
道
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。
十
分

ほ
ど
登
る
と
そ
こ
に
は
、
一
条
天
皇
の

円
融
寺
北
陵
、
堀
河
天
皇
の
後
円
教
寺

陵
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
御
陵
に
お

二
方
埋
葬
さ
れ
て
い
る
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 


